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請願第 １ 号 

    

国に「消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）廃止の意見 

書」提出を求める請願書 

 

 標記の請願を次のとおり地方自治法第１２４条の規定により提出します。 

 

令和７年２月３日 

 

                     紹介議員 

杉 野   修 

川 辺 美 信 

                     

                     請 願 者 

埼玉県久喜市鷲宮５８－５ 

埼玉土建一般労働組合久喜幸手

支部 

代表者 野口 政男 

 

 

 

久喜市議会議長  上 條 哲 弘  様 

 

 

国に「消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）廃止の意見 

書」提出を求める請願書 

 

【請願事項】 

消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止を求める意見書を国に

提出してください。 

 

【請願理由】 

消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）が始まり１年が経ちました。

事業者は、コロナ禍の経済的な影響に加え、急激な仕入価格高騰により事業収益を

大幅に減らしています。 

２０２３年の企業倒産は８，４９７件に達し、前年（６，３７６件）を２，００

０件以上も上回りました。コロナ支援策の縮小に加え、物価高や人手不足等による

コスト増に耐え切れなくなった中小企業の倒産が急増し、とくに１２月（８０６件）

は２０２３年で最多となりました。（帝国データバンク２０２３年報） 



 

2 
 

コロナ禍・戦争・物価高が襲う今、インボイス制度の開始は多くの中小事業者に

とって死活問題となっています。インボイス制度は、売上１，０００万円未満の免

税事業者が主に対象とされる税率を変更しない消費税の増税です。 

インボイス制度導入により、フリーランスや一人親方、農畜産事業者などを含め

た個人事業主１６００万人ともいわれている免税事業者にとっては大増税か廃業の

選択を迫られました。インボイス登録をしない免税事業者へ対する、値引き要求や

取引からの排除などが発生し、消費税分を転嫁できず自腹を切る実態もでています。 

「２０２４年３月の確定申告では３０万円納税額が増えた、来年はおよそ８０万

円になる。廃業するしかない。」、「免税業者なので消費税分を勝手に値引きされる」

という実態があります。「経過措置がなくなるとさらに追い込まれる人が増えるだろ

う。このままインボイスを続けていいのか考え直すべき」との声もあがっています。 

インボイスに登録すれば、所得が赤字であっても否応なく消費税を徴収され、厳

しい経営に更に税負担と事務負担を与えることとなり、地域経済の悪化は避けられ

ません。 

また、インボイス制度による負担増加分を価格に転嫁せざるを得なくなり、消費

者にとっては更なる物価高騰にもつながります。 

インボイス制度は、全ての事業者へのさらなる税負担、事務負担を押し付ける制

度です。円安と物価高騰にあえぐ日本経済再生のために、国民にあらたな負担増を

引き起こしている、インボイス制度の廃止を求めます。 

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき「インボイス制度中止」の意見書を国

に対して提出することを求めます。 


